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食堂・満席

２月、知利別川のカモ

2025年1月5日	

新しい年が始まりました。いいことが、いつもきて
ほしいですが、うまくいかないのがわたしたち人間
の世界です。わたしたち一人一人の思いとは関係な
く、いろいろな出来事が起こり、心配、悩み等、次
から次へと新たな課題が突き付けられます。これが
また、よりよい成長へのきっかけになればいいので
すが、プラス面よりもマイナス面のほうが顕著に
なって、先に社会の表面に登場してきます。このこ
との繰り返しが行われているのに、マイナス面（新
しい犯罪等）防止策はかなり後手に回ってしまって
います。致し方ないのでしょう。具体的な事例が出
てこない限り、それに見合う法令を制定できないん
でしょうから・・。また、仮にいい法令が出来上がっ
たとしても、完璧な非の打ちどころのない法令はあ
り得ないのが現実です。その証拠に、法の盲点をか
いくぐった犯罪が次から次へと起きてきます。	
本来、人間はよいことのほうへと向かうべく創造さ
れているのですが、悲しいことに、よいほうには、
人間としての魅力を感じる要素が少ないのでしょ
う。惹かれていく人が少ないのが現実です。その逆
のほうには魅力的な要因が満載しているのでしょう
か、危険を承知の上で、さらには冒険心をくすぐら
れるように引き寄せられていきます。	

しかし、よいことのほうには、見て聞いて無力的な
要因はすぐにはわかりかねるのですが、「秘められ

た」奥に横たわっているのです。今日は公現の主日
です。神があらわれたという意味です。つまり、神
が人々の主としてご自分をおあらわしになったとい
うことを祝う日です。この生まれたばかりのイエス
が救い主である、王であるということを知ることが
できたのは一体どなたなのでしょうか。	

今日の福音に登場するのは、東方で星を見た三人の
訪問者たちです。東方で星を見て、その星が何を意
味しているのか長年の経験からその意味を悟り、救
い主に出会うために旅に出たのです。この王は民を
過酷に支配する普通の王とは全く違う異質の王なの
です。その王に引き寄せられるかのように「星」に
導かれてエルサレムに向かうのです。	

この三人の訪問者たちが、どのような人たちかとい
えば、マジシャンでした。つまり、星占い師だった
のです。星占い師、実は、ユダヤの社会でいちばん
軽蔑され、闇の中にいる人と思われてきた人々で
す。本当の神を見失った人と見られていた人たちで

教会の裏通りが一部舗装されました
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わたしの全てを知っておられる神

曜 午　　　前 午　　　後

1 土 ミサ　10:00 　運営委員会　掃除：太平洋

2 日 ミサ 9:30　勝谷司教　共同司式　(典礼：太平洋）　 ミサ後茶話会

3 月

4 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00

5 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30

6 木

7 金

8 土 ミサ 10:00　キリスト教講座②ミサ後　掃除：太平洋

9 日 ミサ9:30 （典礼：白鳥） 信徒使徒職会議

10 月

11 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00

12 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30

13 木 セシリア歌の会10:00

14 金

15 土 掃除：太平洋

16 日 ミサ 9:30　（典礼：楽山）

17 月

18 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00

19 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30

20 木

21 金

22 土 ミサ 10:00　キリスト教講座②ミサ後

23 日 集会祭儀 9:30　(典礼：蘭岳）　ミニ大掃除の日

24 月

25 火 OPC （パソコン倶楽部）10:00

26 水 こっとん倶楽部　10:00 キリスト教講座① 18:30

27 木 セシリア歌の会10:00

28 金

2025年2月　教会行事予定表



		その後キリスト教講座　→1/11より再開	
・セシリアコーラス	
　→「セシリアうたの会」として第２・４木曜　	
　10時より定期活動再開　次回は2/13に実施	

3.2	宣司評議事録（2024.11.2）　	
　　※詳細は教会掲示板にてお読み取りください	

　(1)	司教報告	
　・シノドス第二期終了。「霊による会話」の推進	
　・12/29の北1条教会でのミサで2025年青年の開始	
　・ハラスメントのアンケート結果を受けてハラスメ	
　　ント研修を推進	

　(2)	地区報告は割愛	

　(3)	議事	
　　1)	教区ニュース「教区番頭の意見」には肯定的	
　　　	な意見が多かった。各小教区の将来を考える	
										材料に	
　　2)	「一粒会」の設置　今年６月設置の予定	
　　3)	 各地区での「司祭・信徒の意識改革」の報告	
				　　	省略	
　　4)	 教区シノドスについての報告	

　・教区シノドスは「霊における会話」の体験の	
				ため企画（各地区からの意見や質問があった）	
　・この分かち合いは、今後時間をかけて取り組	
				む。慣れることが必要	
　・テーマは何でもよい。身近なことから	
　・ファシリテーター（司会者・タイムキーパー）	
				は重要だが、この善し悪しで「霊による会話」	
				の質が変わるものではない。ファシリテーター	
				の研修は必要ない。	

 	5)	司教団文書[見よそれはきわめて良かった]につ	
						いて	
		・すべての人へと向けられたメッセージ。読み合	
				わせや分かち合いを推奨	

	3.3　財務報告　　収入・支出ともに特に問題なし。	

４．議　事：	
4.1　新年会について		

1月19日㈰昼食は女性部にてお弁当を手配、壮年部
にてビンゴゲームを準備	
参加者は掲示板へ名前を記載、1,000円／人のお弁
当台を負担。	
お弁当の消費税およびお子さんが参加する場合の食
事代は教会で負担	

4.2　2025年度　信徒使徒職　大会について	
　室蘭ブロックで準備委員会を作って対応する。	
　準備委員会の構成：両司祭、各教会から２名。	

　事務局：松岡　　オブザーバー：山田淳	
　1/4東室蘭教会の委員で事前打ち合わせをした。	
　検討事項は、開催時期、開催場所、開催内容など	
　現時点では、午前は講演。午後は分かち合いとミ	
		サ。１０時～１５時３０分	
　テーマ：「シノドス（の一部）を体験しようー霊	
		による対話を中心に」	
　講師（候補者）:札幌円山教会所属のシスター	
		松宮氏　　など	

4.3	1月からのミサ、集会祭儀の典礼当番について	

4.4　その他	
　・四旬節　黙想会について	
　　千葉神父様へお願いできないか確認する事とし	
　　た。	
　　→（運営委員会後　追記）3/30（日）千葉神父	
　　様にて確定。	
　　茶話会を行うか等の詳細は追って検討とする。	
 	
　・役員選挙　選挙管理委員の選出について	
　　1/26ミサ後に第１回選挙管理委員会を開催。	
　　各地区の委員は以下の通り（敬称略）。	
　　白鳥：常松・菊地、楽山：岩泉・櫻庭、蘭岳：	
　　西澤さん、ｼｽﾀｰ	１名、太平洋：木山、寺内	
 	
　・聖堂設置のルンバについて、３年間のリース料	
　　支払いが12月で終了。教会備品になりました。	

５．司祭の予定等：	
5.1　ライヤ神父様の予定	

5.2　ミサ・集会祭儀の予定	

1/5　ライヤ師　1/12　集会　1/19　ライヤ師　
1/26　集会	

2/2　ライヤ師　2/9　小林師　2/16　ライヤ
師　2/23：集会	

す。ですから、一般的に敬遠され、白い目で見られ
ていました。でも、その人たちが、星に導かれて
やってきたのです。	

ここに神のなさり方を見ることができます。「イエ
スはこう言われた。天地の主である父よ、あなたを
ほめたたえます。これらのことを知恵ある者や賢い
者には隠して、幼子のような者にお示しになりまし
た。そうです、父よ、これは御心に適うことで
し。」（マタイ11章25～26節）神のなさり方です。	

「いと小さき者」とは、森司教の言葉をお借りすれ
ば、「いと小さき者とは、知恵のある人や賢い人を
前提とすれば、愚かな人、知恵のない人、教養のな
い人、学歴のない人です。健康な人を前提とすれ
ば、いと小さき人とは、病気がちの人です。五体満
足な人を前提とすれば、身体のハンディを負った人
です。よい家庭の中に恵まれた人を前提とすれば、
家庭的には恵まれなかった人です。いと小さき者、
それは、人生のハンディを負い、社会の底辺で、と
もすれば無視されて生きていかなければならない人
たちです。自分で自分の人生を切りひらく力がな
く、主張することができない人たちです。」という
ことになります。	

つまり、通常人間社会では「おちこぼれ」として、
ないしは「やっせんぼ」として、ひとくくりにされ
ている人たちのことをいうのでしょうか。特に日本
人は人の、自分のいいところ、プラスになっている
ところを見、評価することをしないで、好んで
（？）マイナス面を指摘し、評論することを得意と
する民族なのかと思ってしまいます。	

いずれにせよ、今日の福音の「ひめられた神の計
画」は、世界の始まる前から定められていたので
す。つまり、世の初めから神によって決定されてい
た神の意思は、キリストの十字架において、神に
よって初めて明らかにされました。知識としては、
わたしたちはそのことをよく知ってはいるのです。
だからこそ、用心しないと、いつの間にか「信仰評
論家」にとって代わってしまうのです。それって、
他者の「信仰」を断罪、処罰してしまうことになり
はしませんか。わたしたちの神の、温かい、優しさ
にあふれた寛大な「秘められた計画」だからです。
この計画をわたしたちは自分のものにできているの
でしょうか。	

それというのは、パウロが述べています。「この計
画は、キリスト以前の時代には人の子らに知らされ
ていませんでしたが、今や“霊”によって、キリス
トの聖なる使徒たちや預言者たちに啓示されまし
た。すなわち、異邦人が福音によってキリスト・イ
エスにおいて、約束されたものをわたしたちと一緒
に受け継ぐ者、同じ体に属する者、同じ約束にあず
かる者となるということです。」と。（エフェソの
信徒への手紙3章5～6節）	

今日の福音の占星術の学者たちは、ユダヤのベツレ
ヘムに生まれたイエスを礼拝するために星に導かれ
てエルサレムにやってくるのです。この東方の学者
たちはイエスを礼拝しましたが、このことの中に、
異邦人も神からの救いから除外されていないことが
明らかにされています。	

神の「秘められた計画」はすべての人を対象として
います。おちこぼれはいないのです。	

2024年度 第9回運営委員会 議事録　2025年1月5日㈰111:00〜12:00


議事録１．は、開催日時は表題のとおりです。議事録３．は出席者名で省略します。

1月 2月 3月 4月

第1ミサ 白鳥 太平洋 蘭岳 楽山

第2　※ 楽山 白鳥 太平洋 蘭岳 奇数月:集会

第3ミサ 蘭岳 楽山 白鳥 太平洋

第4集会 太平洋 蘭岳 楽山 白鳥

第5　※ 太平洋
3月:集会	
6月:ミサ	
　白鳥地区

掃除当番 蘭岳 太平洋 楽山 蘭岳

３．報　告： 
3.1，1月.2月の予定	
1月	
１日㈬	神の母聖マリアの祭日ミサ10時　	
　　　	ミサ後	新年交礼会	
 	２日㈭〜４日㈯　ミサ　10時	
　５日㈰	主の公現、ミサ：白鳥地区当番、	
　　　　	ミサ後１月の運営委員会	
		11日㈯	ミサ、10時	
　12日㈰　主の洗礼、集会祭儀：楽山地区当番、	
　　　　　例会日、クリスマス飾りの片付け	
　　　　信徒使徒職大会　準備委員会	
　　　　（東室蘭：１３時半〜）	
19日㈰　年間第２主日	ミサ：蘭岳地区当番、	
　　　　新年会	
25日㈯	ミサ、10時	
26日㈰　年間第３主日、集会祭儀：太平洋地区当番	

2月	
	1日㈯	ミサ、10時　ミサ後　運営委員会	
	2日㈰	主の奉献、ミサ：太平洋地区当番　	
　　　	勝谷司教　共同司式（ミサ後　茶話会）	
	8日㈯	ミサ、10時	
	9日㈰	年間第5主日、ミサ：白鳥地区当番	
16日㈰	年間第６主日、ミサ：楽山地区当番	
22日㈯	ミサ、10時	
23日㈰	年間第７主日、集会祭儀：蘭岳地区当番		

※毎週の行事（変更の場合あり)))		
・火曜日午前１０時～　OPC（パソコン教室）　	
		→1/14より再開	
・水曜日午前１０時～　こっとん倶楽部	
		→　1/29より再開	
・水曜日午後６時３０分～キリスト教講座		
		→1/8より再開	
・第２及び第４土曜日午前１０時～　ミサ、　	

2025.1.19 教会の大新年会


